話 は 少し 横道で ある けれども、 元来 私の 見て 来た フ 

ランスで は、 舞台監督 は 大体に おいて、 一座の 主な 役 

者の 一 人で ある 場合が 多い。 さう いふ 舞台監督 は 舞台 

の 実際 上の ことに 経験 も あれば、 役者の 一人々々 につ 

いて、 手 を 取って 教 へる こと も 出来る わけで ある。 

. J れが 独逸 流に 行く と 、 舞台監督 は 学者と か 理論家 

とか 云 ふ 人達が 主な ので、 自分が 俳優と しての 経験 を 

全然 持たない の だから、 実際に 具体的に 指導す る こと 

は殆ん どない。 さう いふの は 俳優の 自由な 才能 を 尊重 

する 意味で は 甚だ 当 を 得た やり方で、 無理に 一 種の 型 

を 強 ひると 云 ふやうな 事 は 決してない。 けれども それ 



されない ものが 大分 あるし、 芝居 は 割合に 平凡な 作品 

でも 俳優が 上手で あれば、 ずゐ ぶん 面白く 見られる こ 

とが あるので、 脚本の 開拓 方面なら ば 相当に 豊富で あ 

ると 云 へ る。 

と は 云へ 勿論、 厳密な 意味で 俳優 教育と いふ ものが 

出来る かどう か は 疑問で、 要するに 実際的の 指導 を 与 

へる ことによって、 俳優 自身の もつ さま-^ の 才能 を 

見出し、 引出す ことで ある。 さう いふの も、 今後 次第 

に 新劇 俳優の 地位が 高められて、 将来 どの 方面に 行つ 

て も 相当に やって ゆかれる やうな 教養 や 才能の ある 人 

物が 俳優に なれば、 現在の 新劇の 行詰り は 自然に 打開 



事件 や 境遇 を 取扱った 作品 は、 俳優が 少々 下手で も、 

十分な 効果が 上らない とい ふ 程度で、 不快で 見て ゐら 

れな いとい ふこと はない けれども、 私の 作品のう ちで、 

どちら かと 云へば ロマンチック な 傾向 の ものと か、 

リヽ カルな もの、 または ュ— モア ゃゥ ヰット など を 主 

にした もの は、 気分が 主な 要素に なって ゐる だけに、 

悪く 行く と 鼻 持ちの ならない 醜悪な ものに なり 易い の 

である。 つまり、 さう いふ 危か しさ を 持たない、 手堅 

い 作品なら ば、 一 番 無難で あると は 確かに 云へ ると 思 

ヽ o 
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